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１ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対

する理解を深めることができるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が

国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

 

２ 学習概要 

 文化としての日本語、また、日本語を実際の生活で使用することによって形成されてきた文化的な生活、

さらに、古代から現代までの各時代にわたって、表現し、受容されてきた多様な日本語の芸術や芸能などを

学んでいきます。小説・詩・短歌俳句・古文・漢文等の文学や、古典に分類される分野を総合的に学ぶこと

になります。 

 

３ 学習方法 

（１）授業への取組 

 授業は、教材について読み考え記述し、そして発表する場です。教師が板書することをノートに書き

写すだけでは意味がありません。生徒の皆さん一人一人が積極的に参加することが期待されています。 

 

（２）家庭学習 

 授業で扱う文学教材については事前に通読し、読めない漢字や意味の分からない語句については辞書

で調べておきましょう。事前に通読するのとしないのとでは、理解に大きな差が生まれます。また、古

文教材や漢文教材については、地道な予習が必要です。古語辞典や漢和辞典を調べることに慣れ、文法

的知識を身につけ、きちんと解釈する力をつけましょう。 

 

４ 評価について 

（１）評価方法 

「知識・技能（①）」、「思考力・判断力・表現力（②）」、「学びに向かう人間性（③）」の

３観点で評価を行います。 

具体的に評価方法以下の通りです。 

・定期考査（中間・期末考査、学力テスト）…………………①、② 

・小テスト…………………………………………………………① 

・授業に対する姿勢や態度………………………………………②、③ 

・発問に対する発表内容…………………………………………②、③ 

・課題や提出物等の提出状況・内容・発表方法………………①、② 

上記の項目を勘案し、単元及び学期、学年の評価とします。  

 

（２）評価規準 

 知識・技能（①） 思考力・判断力・表現力（②） 学びに向かう人間性（③） 

評 

価 

基 

準 

生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技能を身に付け

るとともに、我が国の言語文化に

対する理解を深めようとしてい

る。 

論理的に考える力や、深く共感

し豊かに想像する力を伸ばし、他

者との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広

げ、深めようとしている。 

言葉を通して他者と関わり、言

葉がもつ価値への認識を深めよ

うとするとともに、読書に親しむ

ことで自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚

をもとうとしている。 

科 目 名 必修・選択 単位数 類型 

言語文化 必修 ２ 共通 

教科書 

副教材等 

精選 言語文化（第一学習社） 



５ 学習計画 

学期 単 元 名 学習のねらい（内容のまとまりごと）  考査等 

一 

学 

期 

【古文入門】 

・児のそら寝 

 

・絵仏師良秀 

 

【漢文入門】 

・訓読に親しむ 

 

 

【小説（一）】 

・羅生門（芥川龍之介） 

 

【歌物語】 

・伊勢物語 

 

【故事成語】 

・狐借虎威 

 

 

・古典の文章に慣れるとともに、現代に通じる話のおも

しろさや人間描写の巧みさを知る。 

・古典の文章に慣れるとともに、古文における人物造形

のおもしろさを読み取る。 

 

・漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の種類

と使い方、助字のはたらきと意味、再読文字の種類と読

み方を習得する。 

 

・下人の行動や心理をもとに場面の展開を捉え、老婆の

語る論理が下人の決断に与えた影響を読み取る。 

 

・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌物語の

特徴と読み解き方を理解する。 

 

・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われている言葉

が漢文に由来することを知る。 

 

学力テスト① 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

二 

学 

期 

【小説（二）】 

・夢十夜（夏目漱石） 

 

【随筆（一）】 

・枕草子 

 

【史伝】 

・先従隗始 

 

【詩】 

・一つのメルヘン（中原中也） 

 

【短歌・俳句】 

・その子二十 

 

【随筆（二）】 

・徒然草 

 

【漢詩】 

・唐詩の世界 

 

 

・「夢」という非日常性を持った世界において、「自分」

は何を判断の根拠としているかを読み解く。 

 

・自由に記述された随筆を読んで、当時の人々の生活感

覚や興味の対象を知り、ものの見方・考え方を理解する。 

 

・戦国時代を背景とした国の状況を知るとともに、郭隗

が用いた論理の巧みさを読み解く。 

 

・詩独特の表現方法や構成などを理解し、作品に託され

たメッセージを読み取る。 

 

・我が国の伝統文化の一つである短歌の鑑賞のしかたを

理解し、近代を代表する歌人の作品を味わう。 

 

・『枕草子』とは異なる思索的な随筆を読んで、作者の

批判的精神が提示する事柄を具体的に読み解く。 

 

・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩を鑑賞し、

古代中国の人々が自然や人事に向けた思いを読み取る。 

 

学力テスト② 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

三 

学 

期 

【小説（三）】 

・城の崎にて（志賀直哉） 

 

【軍記物語】 

・平家物語 

 

【思想】 

・論語 

 

・三つの小動物の死と関連して心境が語られる構成を読

み取り、作中に示された死生観について考えを深める。 

 

・合戦を主題とした文学作品を読み、争いを背景として

生まれた思想や人間のありようを知る。 

 

・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』について知り、

孔子のものの見方や考え方を理解する。 

 

学力テスト③ 

 

 

 

 

 

学年末考査 

 

 

 

 


